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1．サリエンス

　人は周囲の環境の中の「目立つ」刺激に対して，
ハッと注意をひかれ，重要と感じる性質がある。た
とえば図 1 のように，赤い棒の中に 1 つだけ青い
棒や，縦棒の中に 1 つだけ横棒があると，意識的
に探そうとしなくても自然に視線がそこにひきつけ
られる。このような特徴はサリエンス（salience，
顕著性）とよばれ，人を含めた動物は周囲の環境に
対して，限りある注意資源を自動的・効率よく配分
することができ，生存を有利にしていると考えられ
ている。
　中脳─線条体のドーパミン神経の一部はこのよう
なサリエンスをコードすることが報告されている。
Matsumotoら 9）は，猿を用いた研究により，1）中
脳の腹側（黒質緻密部の内側および中脳被蓋野。主
に腹側線条体に投射）のドーパミン神経は予期せぬ
報酬に対して興奮し，予期せぬ嫌悪刺激に対して抑
制されるという，予測誤差（prediction error）のパ
ターンを示し，2）中脳の背側（黒質緻密部の背外側。
主に背側線条体に投射）のドーパミン神経はどちら
に対しても興奮することを報告した。すなわち図 2

に示すように予測誤差の絶対値がサリエンスである
というのがサリエンスの定義の一つになっている。

2．異常サリエンス仮説と妄想形成

　精神症（psychosis，サイコーシス）は妄想や幻
覚を呈する状態の総称であり，統合失調症が代表で
ある。PETを用いたメタ解析 3）では，統合失調症
の線条体では健康対照者に比較して，約 14％と軽
度ではあるが有意にドーパミン生成能が上昇してい
ることが示されている。また，統合失調症の治療薬
である抗精神病薬はすべてドーパミン遮断作用をも
つ。Kapur 6）はこのような精神症・統合失調症にお
ける線条体のドーパミン上昇，上述のような動物を
用いた研究による中脳─線条体のドーパミン神経の
研究，および精神病理学を結びつけ，「中脳─線条
体のドーパミン過剰により，刺激に対して過剰なサ
リエンスが帰属されることで，妄想や幻覚が生じる」
という異常サリエンス仮説（aberrant salience 
hypothesis）を提唱した。
　一方，妄想をもつ患者では健康対照者に比べてよ
り少ない情報で結論してしまう「結論への飛躍」と
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いう認知バイアスがあることが知られている 4）が，
これまで異常サリエンスと結論への飛躍バイアスと
の関係はわかっていなかった。筆者らは統合失調症
患者と健康対照者に対して，確率的な推論を行う認
知課題を実施し，結論への飛躍バイアスを測定した。
また安静時の機能的MRI（fMRI）により脳活動の
同期性（機能的結合性）を推定し，異常サリエンス
と飛躍バイアスとの関連を検証した。その結果，線
条体と楔前部との間の結合性が結論への飛躍バイア
スの強さおよび妄想の強さと相関していることを明
らかにした（図 3）。これにより，結論への飛躍バ
イアスという妄想の認知メカニズムと，中脳─線条
体の異常サリエンスという神経メカニズムとが初め
て結び付けられた。

3．サリエンスの領域特異性

　ヒトを対象とした研究では，前帯状皮質および島
皮質が刺激の性質によらずそのサリエンスに反応す
ることが知られ，サリエンスネットワークとよばれ
て精神疾患でも盛んに研究されている。また視覚の
研究においては，1 で述べた視覚的なサリエンスを
空間的な微分として定量するサリエンシーマップ
（saliency map）解析が行われて，サリエンス処理
が脳でどのように実装されているのかが研究されて
いる 5）。Yoshidaらは統合失調症患者では健康対照
者に比べて視線がサリエンシー値の高いところに留
まることを報告した 14）が，これは精神病理学者の
中井久夫がかつて統合失調型パーソナリティ症の認
知的な特徴を「微分回路的認知」13）と表現したこと
と符合する。聴覚でも同様に周波数領域のサリエン
シーマップ解析があり，聴覚ネットワークと関連す
ることが示されている 7，15）。

　これらの異なるサリエンス領域と精神症・幻覚妄
想との間に領域特異性，領域共通性があるかどうか
は知られていない。筆者らは統合失調症患者および
健康対照者に対する主観的なサリエンス体験の強
度を評定する異常サリエンス質問表（Aberrant 
salience inventory：ASI）2）と安静時 fMRIにより，
中脳─線条体間の結合性と認知的なサリエンス，視
覚野─感覚運動野の結合性と感覚的なサリエンスが
かかわるという領域特異性を明らかにした（投稿準
備中）。

4．サリエンスと自我障害

　させられ体験は英米の精神医学では妄想に分類さ
れるが，ドイツ精神医学では自我障害に分類される。
妄想の形成を説明する異常サリエンス仮説と自我障
害との間の関係は不明であるが，Korekiらは自我
障害にかかわる sense of agancyと線条体とのかか
わりを明らかにしており，両者の関連が示唆され
る 8）。筆者らは ASIと，自我障害の強さを評定する
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図 1　目立つ刺激（赤の中に 1つだけ青，縦棒の中に 1つだけ横棒）はサリエンスが高い
（https://bsd.neuroinf.jp/wiki/サリエンシー）

図 2　予測誤差パターンとサリエンスパターン
（Morris RW, et al：Mol Psychiatry, 17（3）：280-289. 2012 12）

を元に作成）
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Embodied sense of self scale（ESSS）1）を統合失調
症患者に対して用い，これらの間に相関があること
を明らかにし，また ESSSは線条体と感覚運動野の
間の機能的結合性と逆相関を示した（投稿準備中）。
自我障害という症状に身体基盤が含まれることは妄
想との異同を考えるうえで重要である。

5．腹側＝予測誤差，背側＝サリエンス？

　精神症・統合失調症の動物モデルを用いた研究で
は，中脳─線条体ドーパミン経路のうち腹側が重視
されてきた。また多くの精神薬理学の教科書でも「抗
精神病薬は中脳─腹側線条体（側坐核）のドーパミン
を抑える」と説明されている。一方，近年の PET
研究では，統合失調症でドーパミンが上昇している
のは線条体の腹側ではなく背側・尾側であることが
示されており 10），従来の見解が揺らぎ始めている。
筆者らは ASIと安静時 fMRIを用いて，背側の線条
体と腹側の中脳の間の機能的結合性と ASIのスコ
アとの関係が，統合失調症患者と健康対照者で異な
ることを明らかにし（投稿準備中），異常サリエン
スにかかわる背側線条体の役割の大きさを明らかに
した。

6．今後の方向

　妄想，幻覚，自我障害などのいわゆる精神症症状
を理解するうえで，サリエンスの領域特異性は重要
な視点であると考えられる 11）。脳画像を中心とした
神経科学的手法で，診断の根拠になっている症状の
レベルで精神症を再構築する筆者らのアプローチ

は，未だ実現していない精神疾患のバイオマーカー
の実現に寄与できると考える。
　本論文に記載した筆者らの研究に関して，すべて
倫理的配慮を行っている。開示すべき利益相反は存
在しない。
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■ ABSTRACT

Domain-generality and specificity of psychotic symptoms and salience

Jun Miyata

Department of Neuropsychiatry, Aichi Medical University

　The use of operational diagnostic criteria has become standard in psychiatric diagnosis, seemingly reducing the 

importance of traditional psychopathology, which describes psychiatric signs and symptoms and considers their underlying 

pathology. However, findings from neuroscientific research on the mechanisms of psychosis（a state characterized by 

delusions, hallucinations, and ego disturbances）often align with concepts in psychopathology. This symposium 

reexamined the psychopathology of psychosis from neuroscientific perspectives, including MRI, EEG, and computational 

approaches. The author focused on aberrant salience caused by heightened midbrain-striatal dopamine activity and its 

relation to the tendency to form delusions. We also explored the domain specificity of salience in delusions, hallucinations, 

and ego disturbances, and found that, contrary to conventional theories, the dorsal striatum plays a more significant role 

than the ventral striatum in aberrant salience. This approach aims to reconstruct and advance the psychopathology of 

psychosis from a neuroscientific standpoint.

（Japanese Journal of Biological Psychiatry 36（3）：94─97, 2025）


